
令  和  ５ 年  第  ９  回 

教 育 委 員 会 定 例 会 教 育 長 報 告                   

 令和５年９月１５日（金） 

 

１ 令和５年第３回市議会定例会一般質問対応状況について      資料１ 

２ 令和４年度 学校保健統計書について              資料２ 

３ 令和５年度 夏季教職員研修会出席状況について         資料３ 

４ 令和５年度 武蔵村山市「小中一貫教育の日」の実施について   資料４ 

５ 令和５年度 全国学力・学習状況調査武蔵村山市版結果報告書   資料５ 

  について 

６ 武蔵村山市小学校学校給食調理等業務委託について        資料６ 

７ 第１２回武蔵村山市小中学生百人一首大会の開催について     資料７ 

８ 令和５年度少年少女スポーツ大会第２１回少年少女ドッジボー   資料８ 

  ル大会の開催結果について 

９ 第１８回地区ふれあいスポレク大会の開催について        資料９ 

10 第５０回武蔵村山市民駅伝競走大会の開催について        資料10 

11 その他  



- 1 - 
 

令和５年第３回市議会定例会一般質問対応状況について 

 
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

１ 清 水 

  議 員 

(新政会) 

図書館の環境

整備について 

全国的に図書館は、

本を貸し出すだけで

なく、様々な機能を持

つ居場所に変化して

きているので、その環

境整備について伺う。

①市立図書館につい

て 

 市内には、６箇所の市立図書館を設

置しておりますが、いずれも小規模な

施設であるため、現状では、様々な機

能を持つスペースを新たに確保する

ことは難しいと考えております。現

在、大規模な改修の予定はございませ

んが、限られたスペースを有効的に活

用して、居場所作りなどに取り組んで

まいります。 

②学校図書館につ

いて 

 学校図書館につきましては、学校教

育において欠くことのできない重要

な設備であり、児童・生徒の健全な教

養を育成することを目的としている

ことから、学校司書による季節に応じ

た図書の展示や壁面の装飾など、児

童・生徒の興味を引くための工夫を凝

らした取組を実施しているところで

ございます。 

２ 石 黒 

  議 員 

(公明党) 

中学校の吹奏

楽部の楽器に

ついて 

古い楽器のメンテ

ナンス状況や新しい

楽器への買い換え状

況など、各中学校にお

ける楽器の現状につ

いて伺う。 

 備品として配置している楽器につ

きましては、クラリネットやトロンボ

ーン等、５９種類の楽器を全中学校合

計で６３４台配置しております。 

また、楽器の部品交換等のメンテナ

ンスや本体の買い換えにつきまして

は、各中学校に配当している予算の中

から必要に応じて対応しているとこ

ろでございます。 

３ 鈴 木 

  議 員 

(市民のﾁｶﾗ) 

メンタルヘル

スリテラシー

教育について 

①メンタルヘルス

リテラシー教育の必

要性について、市教委

の見解を伺う。 

 小・中学校において、心の健康や精

神疾患に関する正しい知識をもつこ

とは、心の病気の予防や不調の早期発

見につながるものと考えております。 

②現在、小・中学校

で行われている取組

について伺う。 

児童・生徒の心身の発達と心の健康

についての理解や、ストレスマネジメ

ントへの対処については、保健の授業

を中心に指導を行っておりますので、

御理解を賜りますようお願いいたし

ます。 

４ 須 藤 

  議 員 

(公明党) 

学校図書館の

現状と今後の

予定、また、中

央図書館の方

向性について 

学校図書館につい

て、①現在の司書配置

状況。 

司書の配置状況につきましては、令

和４年度末時点で各校１人ずつ、合計

で１４人を配置しております。 

資料１ 
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質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

  ②近年の図書標準

達成率。 

文部科学省が定める学校図書館図

書標準の蔵書冊数に対する本市の学

校図書館の蔵書冊数の割合につきま

しては、令和４年度末時点で小学校が

１４０．２％、中学校が１３９．８％

となっております。 

③購入図書冊数。 令和４年度の図書の購入冊数につ

きましては、小学校が２，８６０冊、

中学校が２，６５８冊となっておりま

す。 

④貸出冊数と市の

見解。 

令和４年度の貸出冊数につきまし

ては、小学校が１９万５１３冊、中学

校が２２万１，４９２冊となっており

ます。貸出冊数につきましては、年度

や学校間で差異が生じることもござ

いますが、全小・中学校の司書で組織

する学校司書連絡会において学校司

書と学校図書館の取組等について情

報交換を行いながら、読書活動の推進

に努めております。 

⑤中央図書館への

現状を伺う。 

中央図書館につきましては、中央公

民館との機能を併せ持つ（仮称）生涯

学習センターについて、検討を進めて

おります。 

５ 波多野 

  議 員 

(新政会) 

児童・生徒の

スポーツ 

将来にわたり子ど

もたちがスポーツに

継続して親しむこと

ができる機会を確保

することなどを目指

している部活動の地

域移行について、現状

と課題について伺う。 

現在、部活動の地域移行推進委員会

を立ち上げ、検討を進めております。

移行を進めるに当たっては、地域人材

や協力団体の確保、報酬財源等が課題

であり、学校教員が部活動を担わない

場合には、部活動の運営について、生

徒や保護者の理解を得ていく必要が

あると考えております。 

今後、各中学校及び生徒の意見を踏

まえた上で、地域移行の取組が可能な

部活動から、段階的に進めていきたい

と考えております。 

６ 藤 枝 

  議 員 

(日本共産党) 

学校給食費の

無償化に向け

た市の方針に

ついて 

①給食無償化の都

内の区市町村実施数。 

給食の無償化を実施している都内

の区市町村数につきましては、令和５

年１０月から実施予定の杉並区と府

中市を含め、１０区、１市、１町、４

村の計１６自治体であると認識して

おります。 

②来年度の全国市

長会の重点要望の概

要。 

令和５年度全国市長会の物価高騰

等を踏まえた地域経済対策の充実強

化に関する重点提言の中では、「物価
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質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

高騰等に対応した学校給食費の保護

者負担軽減に向けた取組を、地域の実

情に応じて実施できるよう財政支援

を講じること。」としております。 

③１０月以降も無

償化を延長すべきで

は。 

本市では、これまでも地方創生臨時

交付金を活用し、学校給食の期限付の

無償化等を行ってまいりました。 

無償化につきましては、財源等の観

点から、現時点では実施をすることは

考えておりません。 

暑さ対策につ

いて 

③小・中学校の教室

の温度を測定してい

るか。 

小・中学校では、各教室に乾湿計を

設置しており、教室内の気温及び湿度

を計測しております。 

７ 髙 橋 

  議 員 

(公明党) 

自転車利用者

の交通ルール

遵守の意識を

高めるために

は 

①学校での交通安

全教育の促進、効果的

な啓発についての現

況と今後の対応につ

いて。 

小・中学校においては、交通安全教

室や自転車教室、東京都の事業である

「自転車シミュレータを活用した交

通安全教室」を活用し、発達段階に応

じた交通安全指導を行っております。 

教育委員会といたしましては、児

童・生徒の生命の安全を図るため、引

き続き指導を徹底してまいります。 

８ 木 村 

  議 員 

(市民のﾁｶﾗ) 

市民の身近な

防災食育セン

ターとするた

めの工夫につ

いて 

（仮称）防災食育セ

ンターが、災害時だけ

でなく日頃から市民

の身近な存在として

愛され利用される施

設にするための工夫

について、市の考えを

伺う。 

（仮称）防災食育センターにつきま

しては、令和元年度に策定した「武蔵

村山市防災まちづくり構想」に基づ

き、現在整備事業を進めており、令和

７年度から運用を開始する予定とな

っております。 

御案内のとおり、当該センターは災

害時と平常時の機能を有した施設と

なり、災害時においては、応急給食の

実施、必要な物資の備蓄や救援物資の

集積等を行い、平常時においては、市

内各小学校への給食の提供をはじめ、

来館者を対象とした展示学習ホール

での食育等に関連した展示や、研修室

を活用しての研修会等の実施を予定

しているところでございます。 

市民に御理解いただくことは重要

であると認識しておりますので、防災

訓練や給食試食会の実施などを通じ

て、親しみやすい施設となるよう取り

組んでまいります。 

９ 小部山 

  議 員 

 （日本維新の会） 

学校図書、市

立図書館の蔵

書数、廃棄数、

学校図書館充実に

向けた地方交付税交

付金の使途状況、市立

学校図書の図書に係る令和４年度

の地方交付税の使途状況につきまし

ては、地方交付税の措置額に対する図
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質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

新規購入、施

設について 

図書館の蔵書数、施

設、更新における図書

館充実のための取組

について伺う。 

書購入費の執行額の割合で申し上げ

ますと、小学校で約７０％、中学校で

約７３％となっております。 

次に、市立図書館につきましては、

令和４年度末の蔵書数は、３２万３，

４８９冊となっており、同年度中の廃

棄冊数が６，１５４冊、新規購入冊数

が７，６１７冊となっております。大

規模な施設の更新を行う予定はござ

いませんが、一般図書及び電子図書の

購入により、図書館の充実に取り組ん

でまいりたいと考えておりますので、

御理解を賜りますようお願いいたし

ます。 

10 吉 田 

  議 員 

(公明党) 

学校トイレの

洋式化につい

て 

①現在の状況を伺

う。 

小・中学校校舎及び屋内運動場内に

設置されたトイレの状況につきまし

ては、令和４年度末現在、洋式が５６

５箇所、和式が３２０箇所となってお

ります。 

②今後の計画につ

いての考えを伺う。 

学校トイレの洋式化の今後の計画

につきましては、学校の要望により残

す一部の和式トイレを除いて、順次改

修工事を実施し、洋式化を進めてまい

りたいと考えております。 

 



































 

 

 

令和５年度 夏季教職員研修会出席状況について 

 

 

１ 研修名及び参加者数 

                                 （単位：人） 

学校名 

研修名 

輝 け ！ 未 来 の 

教 育 管 理 職 研 修 
教 育 相 談 研 修 会 

第 一 小 学 校 ３ １ 

第 二 小 学 校 ５ ０ 

第 三 小 学 校 ２ ０ 

第 八 小 学 校 12 ２ 

第 九 小 学 校 ３ ０ 

第 十 小 学 校 １ １ 

雷 塚 小 学 校 ２ １ 

小中一貫校村山学園 ２ ３ 

大南学園第七小学校 ２ ２ 

大南学園第四中学校 ２ ０ 

第 一 中 学 校 ０ ０ 

第 三 中 学 校 ３ １ 

第 五 中 学 校 １ ３ 

合 計 38 14 

 

２ 参加形態 

 ⑴ 「輝け！未来の教育管理職研修」は受講希望者を募集した。 

⑵ 令和５年度新任主幹教諭は「輝け！未来の教育管理職研修」の参加を悉皆とした。 

 ⑶ 令和５年度若手教員育成研修（１年次）受講者は「教育相談研修会」の参加を悉皆 

  とした。 

  

 

３ その他 

  「輝け！未来の教育管理職研修」は４講座実施し、いずれかに参加した者の合計人数 

で示している。 

資料３ 



 
 
 

 

令和５年度 武蔵村山市「小中一貫教育の日」の実施について 

 

 

 

１ 実 施 目 的  各中学校区での授業実践交流等を通して小中一貫教育の連携を図る。 

 

 

２ 期日及び会場 

期 日 中学校区 授業・研究会場 

令和５年 ６月 14 日（水）午後 小中一貫校大南学園 
大南学園第七小学校 

大南学園第四中学校 

令和５年 ９月 13 日（水）午後 三 中 校 区 雷 塚 小 学 校 

令和５年 10 月 11 日（水）午後 一 中 校 区 第 一 中 学 校 

令和５年 10 月 11 日（水）午後 小中一貫校村山学園 村 山 学 園 

令和５年 10 月 11 日（水）午後 五 中 校 区 

第 二 小 学 校 

第 八 小 学 校 

第 十 小 学 校 

第 五 中 学 校 

 

 

３ 参 観 日  令和５年 10 月 11 日（水）午後 

 

 

４ 訪  問  校  武蔵村山市立第一中学校 

 

 

 

資料４ 



令和５年度 
 
 
 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 

武蔵村山市版結果報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月１５日 

武蔵村山市教育委員会 

資料５ 
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令和５年度 「全国学力・学習状況調査」の結果について 

 

１ 調査の概要 

⑴ 調査の目的（全国学力・学習状況調査の概要より） 

 ア 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生

徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、そ

の改善を図る。 

  イ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立

てる。 

  ウ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを

確立する。 

⑵ 調査の対象学年及び対象児童・生徒数（実施児童・生徒数） 

 ア 市立小学校 第６学年 ９校 641 人 （621 人） 

 イ 市立中学校 第３学年及び中学部第９学年 ５校 647 人（633 人） 

⑶ 調査の内容 

 ア 教科に関する調査（国語、算数・数学及び中学校・英語） 

 イ 生活習慣や学校環境に関する質問紙調査 

⑷ 調査の方式 

  悉皆調査 

⑸ 調査実施日 

   令和５年４月 18 日（火） 

 ⑹ 調査時間 

  ア 小学校 国語、算数 45 分  児童質問紙 20～40 分程度 

  イ 中学校 国語、数学及び英語 50 分  生徒質問紙 20～45 分程度 

⑺ 調査結果の活用 

   児童・生徒一人一人の学習状況の改善に役立てるとともに、各学校におけ

る授業の改善、市における学力向上のための施策の充実に役立てる。 

 ⑻ 質問紙調査結果の解釈等に関する留意事項 

児童・生徒質問紙については、学力との間に一定の関係が見られる項目を

抜粋し、教科の平均正答率とのクロス集計とその分析結果を掲載している。 
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２ 小学校の調査結果 

 ⑴ 平均正答数及び平均正答率 

 国語 算数 

平均正答数 平均正答率 平均正答数 平均正答率 

武蔵村山市 8.0 / 14 57 %  8.4 / 16 53 % 

東京都（公立） 9.7 / 14 69 % 10.7 / 16 67 % 

全国（公立） 9.4 / 14 67.2 % 10.0 / 16 62.5 % 

 ⑵ 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 

    ア 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 算数 
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⑶ 領域別の結果 

ア 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平均正答率 

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立） 

言葉の特徴や使い方に関する事項 62.8 % 73.6 % 71.2 % 

情報の扱い方に関する事項 55.2 % 66.5 % 63.4 % 

話すこと・聞くこと 58.5 % 73.5 % 72.6 % 

書くこと 19.8 % 28.9 % 26.7 % 

読むこと 60.4 % 73.2 % 71.2 % 

 

イ 算数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平均正答率 

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立） 

数と計算 55.4 % 71.0 % 67.3 % 

図形 42.8 % 54.8 % 48.2 % 

変化と関係 62.8 % 75.8 % 70.9 % 

データの活用 51.7 % 67.3 % 65.5 % 

 

71.2

26.7

72.6

63.4

71.2

73.2

28.9

73.5

66.5

73.6

60.4

19.8

58.5

55.2

62.8

読むこと

書くこと

話すこと・聞くこと

情報の扱い方に関する事項

言葉の特徴や

使い方に関する事項

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立）

65.5

70.9

48.2

67.3

67.3

75.8

54.8

71

51.7

62.8

42.8

55.4

データの活用

変化と関係

図形

数と計算

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立）
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⑷ 問題形式別の結果 

ア 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平均正答率 

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立） 

選択式 64.2 % 75.9 % 73.6 % 

短答式 53.1 % 66.4 % 62.7 % 

記述式 39.1 % 51.4 % 51.1 % 

 

イ 算数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平均正答率 

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立） 

選択式 47.5 % 63.2 % 57.7 % 

短答式 66.1 % 78.0 % 74.7 % 

記述式 36.1 % 52.4 % 47.3 % 

51.1

62.7

73.6

51.4

66.4

75.9

39.1

53.1

64.2

記述式

短答式

選択式

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立）

47.3

74.7

57.7

52.4

78

63.2

36.1

66.1

47.5

記述式

短答式

選択式

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立）
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⑸ 平均正答率が高い問題 

  ア 国語 

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 

１三 

（２）イ 

【川村さんの文章】の下線部イ

を、送り仮名に気を付けて書き

直したものとして適切なものを

選択する。 

送り仮名に注意して、

漢字を文の中で正しく

使うことができるかど

うかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (ア) 正答 

     ２ 

   (イ) 平均正答率 

    ａ 武蔵村山市   87.4 % 

ｂ 東京都（公立） 93.0 % 

    ｃ 全国（公立）  93.1 % 

   (ウ) 無解答率 

ａ 武蔵村山市    3.1 % 

ｂ 東京都（公立）  1.6 % 

    ｃ 全国（公立）   1.0 % 
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  イ 算数 

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 

１（１） 
５脚の椅子を重ねた

ときの高さを求める 

伴って変わる二つの数量につい

て、表から変化の特徴を読み取

り、表の中の知りたい数を求め

ることができるかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア) 正答 

     69 

   (イ) 平均正答率 

    ａ 武蔵村山市   89.2 % 

ｂ 東京都（公立） 94.3 % 

    ｃ 全国（公立）  93.5 % 

   (ウ) 無解答率 

ａ 武蔵村山市    1.6 % 

ｂ 東京都（公立）  0.9 % 

    ｃ 全国（公立）   0.8 % 
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⑹ 特に課題が見られた問題 

  ア 国語 

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 

１二 

【川村さんの文章】の空欄

に学校の米作りの問題点

と解決方法を書く 

図表やグラフなどを用いて、

自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫することがで

きるかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア) 正答 

（例）グラフから分かるように、学校の田んぼでは雑草が増え続けて

いたため、雑草に栄養をとられてしゅうかくが減ってしまうかもしれ

ないという問題点がありました。そこで、雑草取りの回数と人数を増

やすことにしました。（100 字） 

   (イ) 平均正答率 

    ａ 武蔵村山市   19.8 % 

ｂ 東京都（公立） 28.9 % 

    ｃ 全国（公立）  26.7 % 

   (ウ) 無解答率 

а 武蔵村山市   12.9 % 

ｂ 東京都（公立）  8.2 % 

    ｃ 全国（公立）   7.1 % 
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  イ 算数 

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 

２（３） 

切って開いた三角形を正三角形

にするために、テープを切ると

きのＡの角の大きさを書く 

正三角形の意味や性

質について理解して

いるかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア) 正答 

30（度） 

   (イ) 平均正答率 

    ａ 武蔵村山市   17.1 % 

ｂ 東京都（公立） 35.2 % 

    ｃ 全国（公立）  24.9 % 

   (ウ) 無解答率 

а 武蔵村山市    7.6 % 

ｂ 東京都（公立）  4.2 % 

    ｃ 全国（公立）   3.7 % 
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⑺ 児童質問紙と学力のクロス分析 

  ア 基本的な生活習慣等 

質問番号 質問事項 

（１） 朝食を毎日食べていますか 

 

選択肢 
児童数

の割合 

平均正答率 

国語 算数 

１ している 81.0 % 59.5 % 55.4 % 

２ どちらかといえば、している 10.0 % 52.2 % 45.6 % 

３ あまりしていない 7.0 % 44.0 % 41.0 % 

４ 全くしていない 1.9 % 43.5 % 29.7 % 

無回答・その他 0.0 % - - 
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1.している 2.どちらかといえば、している 3.あまりしていない 4.全くしていない
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イ 学習習慣、学習環境等 

質問番号 質問事項 

（17） 

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当

たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強し

ている時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インタ

ーネットを活用して学ぶ時間も含む） 
 

選択肢 
児童数

の割合 

平均正答率 

国語 算数 

１ ３時間以上  9.9 % 67.3 % 62.7 % 

２ ２時間以上、３時間より少ない 10.4 % 59.3 % 56.0 % 

３ １時間以上、２時間より少ない 23.7 % 57.0 % 54.5 % 

４ ３０分以上、１時間より少ない 32.3 % 56.6 % 52.3 % 

５ ３０分より少ない 18.0 % 55.3 % 48.5 % 

６ 全くしない  5.8 % 49.6 % 42.0 % 

無回答・その他  0.0 % - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.3 
59.3 57.0 56.6 55.3 

49.6 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
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100%

国語

1.３時間以上 2.２時間以上、３時間より少ない
3.１時間以上、２時間より少ない 4.３０分以上、１時間より少ない
5.３０分より少ない 6.全くしない

62.7 
56.0 54.5 52.3 48.5 

42.0 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

算数

1.３時間以上 2.２時間以上、３時間より少ない
3.１時間以上、２時間より少ない 4.３０分以上、１時間より少ない
5.３０分より少ない 6.全くしない
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ウ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

質問番号 質問事項 

（33） 
５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分

で考え、自分から取り組んでいましたか 
 

選択肢 
児童数

の割合 

平均正答率 

国語 算数 

１ 当てはまる 22.4 % 64.1 % 61.5 % 

２ どちらかといえば、当てはまる 47.3 % 58.7 % 53.4 % 

３ どちらかといえば、当てはまらない 25.3 % 52.5 % 47.2 % 

４ 当てはまらない  5.0 % 39.4 % 39.5 % 

無回答・その他  0.0 % - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.1 
58.7 

52.5 

39.4 
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61.5 
53.4 

47.2 
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算数

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない
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３ 中学校の調査結果 

 ⑴ 平均正答数及び平均正答率 

 国語 数学 

平均正答数 平均正答率 平均正答数 平均正答率 

武蔵村山市  9.3 / 15 62 % 6.5 / 15 44 % 

東京都（公立） 10.8 / 15 72 % 8.2 / 15 54 % 

全国（公立） 10.5 / 15 69.8 % 7.6 / 15 51.0 % 

 

 

 英語 英語（話すこと） 

平均正答数 平均正答率 平均正答数 平均正答率 

武蔵村山市 6.9 / 17 41 % 0.4 / ５ ７ % 

東京都（公立） 8.8 / 17 52 % ― ― 

全国（公立） 7.7 / 17 45.6 % 0.6 / ５ 12.4 % 

※英語（話すこと）の全国の結果は国公私立 

 

 ⑵ 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 

    ア 国語 
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ウ 英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 英語（話すこと） 
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⑶ 領域別の結果 

ア 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平均正答率 

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立） 

言葉の特徴や使い方に関する事項  62.8 % 69.6 % 67.5 % 

情報の扱い方に関する事項 55.8 % 66.2 % 63.4 % 

我が国の言語文化に関する事項 62.8 % 73.1 % 74.7 % 

話すこと・聞くこと 79.3 % 84.4 % 82.2 % 

書くこと 54.9 % 66.8 % 63.2 % 

読むこと 54.5 % 67.2 % 63.7 % 

イ 数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平均正答率 

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立） 

数と式 53.2 % 66.0 % 63.0 % 

図形 25.8 % 39.2 % 33.2 % 

関数 43.6 % 54.3 % 51.2 % 

データの活用 45.4 % 50.4 % 48.5 % 

63.7

63.2

82.2

74.7

63.4

67.5

67.2

66.8

84.4

73.1

66.2

69.6

54.5

54.9
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55.8

62.8
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書くこと

話すこと・聞くこと

我が国の言語文化に関する

事項

情報の扱い方に関する事項

言葉の特徴や使い方に関す

る事項

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立）

48.5

51.2

33.2
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50.4

54.3

39.2

66

45.4

43.6

25.8

53.2

データの活用

関数

図形

数と式

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立）
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 ウ 英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平均正答率 

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立） 

聞くこと 54.3 % 64.7 % 58.4 % 

読むこと 47.7 % 57.2 % 51.2 % 

書くこと 15.9 % 29.6 % 23.4 % 

 

エ 英語（話すこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平均正答率 

武蔵村山市 全国（国公私立） 

話すこと［やりとり］ 8.6 % 14.5 % 

話すこと［発表］ 2.8 % 4.2 % 

 

 

 

 

 

 

23.4

51.2

58.4

29.6

57.2

64.7

15.9

47.7

54.3

書くこと

読むこと

聞くこと
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4.2

14.5

1

2.8

8.6

話すこと[発表]

話すこと[やりとり]
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⑷ 問題形式別の結果 

ア 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平均正答率 

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立） 

選択式 68.0 % 75.9 % 73.1 % 

短答式 54.7 % 65.6 % 65.6 % 

記述式 59.8 % 70.8 % 68.0 % 

 

イ 数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平均正答率 

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立） 

選択式 36.2 % 48.5 % 45.3 % 

短答式 56.5 % 65.5 % 62.6 % 

記述式 34.0 % 45.8 % 41.6 % 
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68

記述式
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48.5

34

56.5

36.2

記述式
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ウ 英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平均正答率 

武蔵村山市 東京都（公立） 全国（公立） 

選択式 51.0 % 61.0 % 54.8 % 

短答式 20.7 % 37.6 % 30.1 % 

記述式 8.6 % 17.6 % 13.5 % 

 

エ 英語（話すこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平均正答率 

武蔵村山市 全国（国公私立） 

短答式／口述式 7.0 % 13.9 % 

記述式／口述式 8.1 % 10.1 % 
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30.1
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61
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記述式

短答式

選択式
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⑸ 平均正答率が高い問題 

  ア 国語 

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 

１一 

インタビューの前に準備し

たメモについて説明したも

のを選択する 

目的や場面に応じて質問

する内容を検討すること

ができるかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (ア) 正答 

     １ 

   (イ) 平均正答率 

    ａ 武蔵村山市   85.8 % 

ｂ 東京都（公立） 89.2 % 

    ｃ 全国（公立）  87.5 % 

   (ウ) 無解答率 

ａ 武蔵村山市    0.0 % 

ｂ 東京都（公立）  0.1 % 

    ｃ 全国（公立）   0.1 % 
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  イ 数学 

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 

６（１） 

はじめの数が 11 のとき、はじめ

の数にかける数が２、たす数が

３のときの計算結果を求める 

問題場面における考

察の対象を明確に捉

えることができるか

どうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア) 正答 

     36 

   (イ) 平均正答率 

    ａ 武蔵村山市   84.8 % 

ｂ 東京都（公立） 89.9 % 

    ｃ 全国（公立）  88.9 % 

   (ウ) 無解答率 

ａ 武蔵村山市    5.7 % 

ｂ 東京都（公立）  2.0 % 

    ｃ 全国（公立）   2.4 % 
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ウ 英語 

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 

１（１） 

ある状況を描写する英語

を聞き、その内容を最も適

切に表している絵を選択

する 

情報を正確に聞き取ること

ができるかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ⑴スクリプト Look at this picture.   

There are three cats.  

You can see a cat under the desk. 

                   And the other cats are on the bed. 

                   They are sleeping. 
 

(ア) 正答 

     ２ 

   (イ) 平均正答率 

    ａ 武蔵村山市   78.5 % 

ｂ 東京都（公立） 83.1 % 

    ｃ 全国（公立）  79.0 % 

   (ウ) 無解答率 

ａ 武蔵村山市    0.5 % 

ｂ 東京都（公立）  0.2 % 

    ｃ 全国（公立）   0.1 % 
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⑹ 特に課題が見られた問題 

  ア 国語 

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 

４三 

現代語で書かれた「竹取物

語」のどこがどのように工夫

されているかについて、古典

と比較して書く 

文章の構成や展開、表現

の効果について、根拠を

明確にして考えることが

できるかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア) 正答 

（例）「よろづのこと」を「笠、竿、笊、籠、筆、箱、筒、箸。」とい

うように具体的に書いて、翁が竹でどのようなものをつくっていたの

かが分かるようにしている。 

   (イ) 平均正答率 

    ａ 武蔵村山市   39.8 % 

ｂ 東京都（公立） 54.1 % 

    ｃ 全国（公立）  50.0 % 

   (ウ) 無解答率 

а 武蔵村山市   31.9 % 

ｂ 東京都（公立） 18.1 % 

    ｃ 全国（公立）  20.7 % 



- 22 - 

 

  イ 数学 

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 

９（１） 

２つの直線 BC と直線 AE が平行

であることを、三角形の合同を

基にして、同位角又は錯角が等

しいことを示すことで証明する 

ある事柄が成り立つ

ことを構想に基づい

て証明することがで

きるかどうかをみる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア) 正答 

（例）△ABC≡△CEA より、合同な図形の対応する角は等しいから、

∠BCA＝∠EAC よって、錯角が等しいから、 BC∥AE 

   (イ) 平均正答率 

    ａ 武蔵村山市   25.5 % 

ｂ 東京都（公立） 39.9 % 

    ｃ 全国（公立）  32.1 % 

   (ウ) 無解答率 

а 武蔵村山市   32.9 % 

ｂ 東京都（公立） 20.0 % 

    ｃ 全国（公立）  24.7 % 
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ウ 英語 

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 

10 

学校生活（行事や部活動など）

の中から紹介したいものを１

つ取り上げ、それを説明するま

とまりのある文章を書く 

日常的な話題につい

て、事実や自分の考え

などを整理し、まとま

りのある文章を書くこ

とができるかどうかを

みる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア) 正答 

（例）Our school has a school festival in October. 

In the festival, we have a chorus contest and we practice 

hard to win the gold prize.  

Many people come to listen to our songs. 

   (イ) 平均正答率 

    ａ 武蔵村山市    2.8 % 

ｂ 東京都（公立） 10.1 % 

    ｃ 全国（公立）   7.4 % 

   (ウ) 無解答率 

а 武蔵村山市   29.4 % 

ｂ 東京都（公立） 17.1 % 

    ｃ 全国（公立）  21.4 % 
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⑺ 生徒質問紙と学力のクロス分析 

  ア 基本的な生活習慣等 

質問番号 質問事項 

（１） 朝食を毎日食べていますか 

 

選択肢 
生徒数

の割合 

平均正答率 

国語 数学 英語 

１ している 76.0 % 64.7 % 47.0 % 43.5 % 

２ どちらかといえば、している 11.3 % 61.5 % 37.3 % 35.5 % 

３ あまりしていない 7.0 % 53.8 % 29.8 % 31.6 % 

４ 全くしていない 5.6 % 45.1 % 28.8 % 26.9 % 

無回答・その他  0.2 % - - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.7 61.5 
53.8 

45.1 

0%

10%
20%

30%
40%
50%

60%
70%

80%
90%

100%

国語

1.している 2.どちらかといえば、している 3.あまりしていない 4.全くしていない

47.0 
37.3 

29.8 28.8 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

数学

1.している 2.どちらかといえば、している 3.あまりしていない 4.全くしていない
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43.5 
35.5 31.6 

26.9 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

英語

1.している 2.どちらかといえば、している 3.あまりしていない 4.全くしていない
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イ 学習習慣、学習環境等 

質問番号 質問事項 

（17） 

学校の授業以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり

どれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強してい

る時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネ

ットを活用して学ぶ時間も含む） 
 

選択肢 
生徒数

の割合 

平均正答率 

国語 数学 英語 

１ ３時間以上  7.8 % 68.7 % 51.3 % 47.1 % 

２ ２時間以上、３時間より少ない 20.7 % 67.1 % 49.0 % 45.2 % 

３ １時間以上、２時間より少ない 30.5 % 64.5 % 44.5 % 41.4 % 

４ ３０分以上、１時間より少ない 18.0 % 59.8 % 41.5 % 38.7 % 

５ ３０分より少ない 12.1 % 60.4 % 42.5 % 41.5 % 

６ 全くしない 10.8 % 50.0 % 30.2 % 28.9 % 

無回答・その他  0.2 % - - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.7 67.1 64.5 59.8 60.4 
50.0 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

国語

1.３時間以上 2.２時間以上、３時間より少ない
3.１時間以上、２時間より少ない 4.３０分以上、１時間より少ない
5.３０分より少ない 6.全くしない

51.3 49.0 44.5 41.5 42.5 

30.2 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

数学

1.３時間以上 2.２時間以上、３時間より少ない
3.１時間以上、２時間より少ない 4.３０分以上、１時間より少ない
5.３０分より少ない 6.全くしない
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47.1 45.2 41.4 38.7 41.5 

28.9 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

英語

1.３時間以上 2.２時間以上、３時間より少ない
3.１時間以上、２時間より少ない 4.３０分以上、１時間より少ない
5.３０分より少ない 6.全くしない
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ウ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

質問番号 質問事項 

（37） 
１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいましたか 
 

選択肢 
生徒数

の割合 

平均正答率 

国語 数学 英語 

１ 当てはまる 25.4 % 72.5 % 57.1 % 51.5 % 

２ どちらかといえば、当てはまる 48.2 % 64.6 % 45.2 % 41.3 % 

３ どちらかといえば、当てはまらない 21.1 % 50.5 % 28.9 % 29.3 % 

４ 当てはまらない  5.2 % 41.8 % 24.0 % 30.7 % 

その他  0.0 % - - - 

無回答  0.0 % - - - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72.5 
64.6 

50.5 
41.8 
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国語

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない

57.1 

45.2 

28.9 
24.0 
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数学

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる
3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない



- 29 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.5 
41.3 

29.3 30.7 
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英語

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない
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４ 調査問題・正答例・解説資料等（二次元コード） 

 ⑴ 教科に関する調査 

  ア 小学校 

教科 調査問題 正答例 解説資料 

国語 

   

算数 

   

イ 中学校 

教科 調査問題 正答例 解説資料 

国語 

   

数学 

   

英語 

  

 
話すこと 話すこと 

 ⑵ 質問紙調査 

校種 児童生徒質問紙 学校質問紙 

小学校 

  

中学校 

  

 



 

 

 

 

武蔵村山市小学校学校給食調理等業務委託 
プロポーザル実施要領 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月 
 

武蔵村山市教育委員会 

資料６ 



1 

 

１ 目的 

この要領は、「武蔵村山市プロポーザル方式実施ガイドライン」に基づき、武蔵

村山市小学校学校給食調理等業務委託プロポーザル（以下「本業務委託プロポーザ

ル」という。）の実施について、必要な事項を定めるものである。 

 

２ 業務概要 

⑴ 件  名 武蔵村山市小学校学校給食調理等業務委託 

⑵ 業務内容 「武蔵村山市小学校学校給食調理等業務委託仕様書」のとおり 

⑶ 履行期間 令和７年 3月 1日（土）から令和１３年７月３１日（木）まで 

 

３ 予算 

提案上限額（消費税及び地方消費税を含む。） 1,584,530,000 円 

（ただし、令和６年度分は 1,200,000 円を上限額とする。） 

※ 上記の提案上限額は、令和６年度以降の予算のため現時点では未確定である。

武蔵村山市議会による減額、修正又は削除等の修正があった場合は、契約の締

結を中止又は仕様書を変更して契約を締結する場合がある。 

 

４ スケジュール（予定） 

 

５ 実施形式 

公募型プロポーザル 

年月 内容 備考 

令和５年９月１１日（月） 実施について公示、参加申込書及び仕様書等の説明図書の

配布 

ホームページ 

９月２２日（金） 参加申込書による参加申込受付期限 持参、郵送又はメール 

９月２７日（水） １次審査（書類審査）  

１０月３日（火） 参加資格審査結果通知書による通知 メール 

１０月１０日（火） 仕様書等に係る質問書提出期限 メール 

１０月１７日（火） 質問書回答 メール 

１０月１８日（水）～ 

 １１月１０日（金） 

企画提案書提出 持参、郵送 

１１月１７日（金） ２次審査（プロポーザル審査） プレゼンテーション等 

１１月２２日（水） プロポーザル審査結果通知書による通知 メール 

１２月中旬 教育委員会議決（優先契約交渉事業者）  

令和６年１２月（上旬） 契約締結請求、執行伺、仕様書、随意契約（特命）依頼書

の提出 

 

令和７年２月（上旬） 契約締結  
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６ 参加資格 

プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる事項を満たす者でなければならない。 

⑴ 武蔵村山市競争入札参加資格を有していること。 

⑵ 武蔵村山市競争入札参加資格者指名停止措置要綱（昭和 51 年 5 月 15 日市長決

裁）による指名停止を受けていないこと。 

⑶ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の規定による更生手続開始の申立て

又は、民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の規定による再生手続開始の申

立てがなされていないこと。 

⑷ 武蔵村山市契約における暴力団等排除措置要綱（平成23年武蔵村山市訓令（甲）

第 7号）の措置要件に該当しないこと。 

⑸ 地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の 4第 1項の規定に該当

していないこと。 

⑹ ５,０００食以上の学校給食における共同調理場方式のセンターにおいて、３

年以上の調理及び配送配膳の業務受託実績を有していること。 

⑺ 東京都内に本社、支社又は事業所のいずれかを有していること。 

⑻ 競争入札参加資格審査申請において、提出された書類の記載事項に虚偽がない

こと。 

 

７ 募集内容 

⑴ 募集方法  市公式ホームページ 

⑵ 申込方法  主管課窓口持参、郵送又は電子メール 

⑶ 参加申込時提出書類及び部数 

ア 参加申込書（第１号様式）及び応募資格要件確認書（第２号様式） 各１部 

イ 武蔵村山市競争入札参加資格証（写し） １部 

ウ 業務実績書（第 3号様式） １部 

 

８ 情報公開及び提供 

⑴ 情報公開及び提供の内容 実施要領、募集要項、仕様書等の説明図書、全参加

事業者についての評価（ただし、優先交渉権者以外は匿名）、審査委員 

⑵ 情報公開及び提供の方法 市公式ホームページ 

 

９ 審査概要 

別に定める武蔵村山市小学校学校給食調理等業務委託プロポーザル審査委員会

（以下「審査委員会」という。）において審査する。 

⑴ 委員構成 

ア 委員長  教育長 

イ 副委員長 教育部長 

ウ 委 員  企画財政部長、学校給食課長、防災食育センター整備担当課長 
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⑵ 審査方法 

第一次審査（書類審査）及び第二次審査（提案書、見積書、プレゼンテーショ

ン審査） 

 

10 優先契約交渉事業者決定方法 

⑴ 受託事業者は、公募型プロポーザルにより選考する。 

⑵ 受託事業者は、審査委員会の審査に基づき審査委員会委員長が決定する。 

⑶ 選考は、審査基準に基づき、提出書類、プレゼンテーション及び質疑応答の審

査により行う。 

⑷ 選考の結果、評価点が最も高い事業者を優先契約交渉事業者とし、随意契約の

交渉を行う。ただし、その事業者と合意に至らない場合は、評価点の合計が次に

高い事業者から順に交渉を行う。 

⑸ 評価点の合計が同点の場合は、審査委員の多数決により選定する。 

⑹ 選考結果は、参加事業者全てに通知する。 

⑺ 参加者が１社になった場合でも審査を行い、審査委員の評価点の平均点が満点

の２分の１以上である場合は、優先契約交渉事業者として選定する。 

 

11 参加申込方法 

本プロポーザルへの参加を希望する事業者は、参加申込書等を次のとおり提出す

ること。なお、提出期限までに参加申込書等の提出がない事業者からの提案は受け

付けない。 

⑴ 提出書類及び部数 

ア 参加申込書（第１号様式）及び応募資格要件確認書（第２号様式） 各１部 

イ 武蔵村山市競争入札参加資格証（写し） １部 

ウ 業務実績書（第 3号様式） １部 

⑵ 提出期限 

令和５年 9月 22 日（金） 午後５時（必着） 

⑶ 提出方法 

主管課窓口持参、郵送（郵送の場合は、締切日時までに必着のこと。）又は電

子メールで提出すること。電子メールで提出する場合、電子メール送信後に担当

まで送信確認の電話連絡をすること。 

⑷ 提出先  

武蔵村山市教育委員会教育部学校給食課 
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12 第一次審査 

⑴ 書類審査 

参加申込時の提出書類に不備等がないか審査し、申込事業者全員に対し、参加

資格審査結果通知書を令和５年９月２７日（水）までに、電子メールにより通知

する。なお、審査結果に係る電話等での問合せには応じないものとする。 

また、結果に対して異議を申し立てることはできない。ただし、参加資格を満

たしていないと通知された参加事業者は、令和５年９月２７日（水）から令和５

年１０月４日（水）までの期間において、その理由について説明を求めることが

できる。 

⑵ 留意事項 

提出後の差替えは認めず、書類は返却しない。 

 

13 企画提案書の提出 

第一次審査において、参加資格審査結果通知書により参加資格を満たし、参加に

ついて受け付けた旨の通知を受けた事業者のみが対象となる。 

⑴ 提出書類 

企画提案書（第４号様式）を提出するものとする。 

⑵ 記載内容 

企画提案書の内容は、第４号様式別紙を参考に作成すること。 

⑶ 提出期限 

令和５年１１月１０日（金）午後５時（必着） 

⑷ 提出部数 

正本：１部 副本：7部 

⑸ 提出方法 

主管課窓口持参、郵送（郵送の場合は、締切日時までに必着のこと。）。 

⑹ 提出先 

武蔵村山市教育委員会教育部学校給食課 

⑺ 提出上の留意点 

ア 企画提案書の提出は、１事業者につき１案とする。 

イ サイズは A4 判、縦型、横書きを基本とすること。また各ページ下部にペー

ジ番号を付すこと。 

ウ ファイルの表紙に、「業務名」「事業者名」を明記すること。 

エ 正確かつ簡潔な内容とし、提出が求められていない資料を添付する等、過大

なものとならないよう留意すること。白黒、カラーは問わない。 

オ 提出書類の差替え、修正、追加等は認めない。ただし、審査委員会からの要

請のあったものについてはこの限りではない。 

カ 提出後の書類は返却しない。 
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14 見積書の提出 

⑴ 企画提案書とは別に、仕様書での要求要件を全て満たすために必要となる見積

書を提出すること。（第５号様式）なお、見積書は開業準備期間と年度ごとに分

けて作成し、全ての期間の集計総括表も作成すること 。 

⑵ 見積書には、事業者の所在地・商号又は名称・代表者肩書・氏名を記入すること。 

⑶ 見積上限額（消費税及び地方消費税を含む。）を超えないこと。超えた場合に

は失格となるため注意すること。 

⑷ 提出期限 

令和５年１１月１０日（金）午後５時（必着） 

⑸ 提出部数 

正本：１部 副本：７部 

⑹ 提出方法 

主管課窓口持参、郵送（郵送の場合は、締切日時までに必着のこと。）。 

⑺ 提出先 

武蔵村山市教育委員会教育部学校給食課 

 

15 質問受付及び回答 

仕様書等の提出に関し質問がある場合は、所定の質問書を次により提出すること。

なお、期限までに到達しない質問及び電話（口頭）での質問には回答しない。 

⑴ 受付期間 

令和 5 年１０月３日（火）午前９時から 

令和 5 年１０月１０日（火）午後５時まで（必着） 

⑵ 質問方法 

質問事項は、質問書に必要事項を記入し、電子メールで提出すること。 

なお、メール件名は「【事業者名】 武蔵村山市小学校学校給食調理等業務委託

（質問書）」とし 、電子メール送信後に担当まで送信確認の電話連絡をすること。 

なお、実施要領や企画提案書等の記入方法、手続等、本業務の申請に必要と判

断される質問のみを受け付ける。 

⑶ 提出先 

武蔵村山市教育委員会教育部学校給食課  

⑷ 回答 

提出された全ての質問と回答について、令和５年１０月１７日（火）までに電

子メールにより通知するとともに、市ホームページで公開する。 

 

16 第二次審査（プレゼンテーション） 

⑴ 概要 

ア 審査委員会を設置し、プレゼンテーション形式で審査を実施する。 

イ 審査委員は、５名とする。 
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⑵ 日時 

令和５年１１月１７日（金）（予定）とし、提案事業者に電子メールにより別

途連絡する。 

⑶ 場所 

中部地区会館４０１大集会室（市役所４階） 

⑷ 審査基準 

ア 「審査基準表」の各評価項目に対し、評価採点を行う。 

イ 全委員の採点を合計して平均点を算出し、評価点が最も高い事業者を優先契

約交渉事業者として決定する。 

ウ 委員１人当たりの最高点は 100 点とする。 

⑸ 審査方法 

ア 審査委員会においてプレゼンテーション及び質疑応答により審査する。 

イ プレゼンテーションへの参加人数は５人以内とし、実際に業務を委託した際

に主として担当する者を出席させること。 

ウ 審査の順番は、原則として企画提案書の受付順とする。 

エ 実施時間は、１事業者につき３０分以内（準備等含む）プレゼンテーション

で２０分以内及び質疑応答１０分以内とする。 

オ プレゼンテーションは、提出した企画提案書を踏まえて行うこととし、追加

提案の説明や追加資料の配布は認めない。パソコン及びプロジェクターの使用

を許可するが、パソコン・プロジェクター等は事業者が持参すること。 

カ 審査は個別に行い、非公開とする。なお、プレゼンテーションの内容は録音

する場合ある。 

キ 開始時間、会場等詳細は、後日メールにて連絡する。 

⑹ 審査結果 

審査の結果は、令和５年１１月２２日（水）に電子メールにより第二次審査を

受けた全事業者に対して、プロポーザル審査結果通知書により通知する。 

なお、審査及び審査結果に係る電話等での問合せには応じないものとする。 

また、結果に対して異議を申し立てることはできない。ただし、優先契約交渉

事業者として決定されなかった参加事業者は、令和５年１１月２２日（水）から

１１月２７日（月）までの期間において、決定されなかった理由について説明を

求めることができる。 
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17 審査基準 

審査基準は、次のとおりとする。 

審  査  基  準 配点 

１ 学校給食に対する理解があること。 (15) 

 ⑴ 教育の一環としての学校給食の意義や目的を理解するとともに、その重要性を認識

しているか。 
5 

 ⑵ 共同調理場方式をよく理解し、効率的に調理業務を遂行するためのツールや独自シ

ステムの方策を提案しているか。 
5 

 ⑶ おいしい給食づくりの工夫や新たな献立の試作等に対する協力体制が提案されてい

るか。 
5 

２ 安全・安心でおいしい学校給食を提供することができること。                    (35) 

 ⑴ 学校給食衛生管理基準及び大量調理施設衛生管理マニュアルに基づいた衛生管理マ

ニュアルを整備し、これに基づいた調理業務を行えるか。 
5 

 ⑵ 東京都の「学校給食における安全・衛生管理について」を遵守するとともに、年度

の更新にも速やかに対応できるか。 
5 

 ⑶ 過去に安全衛生管理上重大な事故を起こしていないか。起こしていた場合のその後

の対応は適切であったか。 
5 

 ⑷ 従事者等に対する食品の安全衛生管理に関する教育は徹底しているか。 5 

 ⑸ 従事者の健康管理（健康診断、細菌検査等）を確実に行うとともに労災事故を防ぐ

ための防止策を設定し、その体制を整備しているか。 
5 

 ⑹ 食中毒、異物混入等の予防対策の取組は十分であるか。 5 

 ⑺ アレルギー対応調理が行える実施体制及び経験を有しているか。 5 

３ 業務を安定して行う能力を有していること。  (20) 

 ⑴ 仕様書に基づき業務を継続して安定的に履行する能力を有しているか。 5 

 ⑵ 緊急時の危機管理体制が確立されており、かつ、その取組が十分に機能するか。 5 

 ⑶ 手作り給食の経験者並びに学校給食及び大量調理の経験者を確実に配置するなど、

安定的な給食提供のための職員配置がなされるか。 
5 

 ⑷ 突発的な事象に対し、交代要員の確保など、十分に対応できる体制を有しているか。 5 

４ その他                   (30) 

 ⑴ 独自の事業等の提案は適切であるか。 10 

 ⑵ 全体の予算は適切で、経費節減が図れるものであるか。 10 

 ⑶ 災害時の支援体制は、実施可能な提案となっているか。 10 

合  計  点  数 100 
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18 契約の交渉及び締結 

⑴ 通則 

契約に際しては、契約優先交渉事業者と契約に向けた協議を行い、その上で契

約手続を行うが、提案内容が契約に反映されてない場合又は協議が調わなかった

場合は、次点の交渉事業者との協議に移るものとする。 

⑵ 契約金額 

契約金額は、原則、契約優先交渉事業者から提出された見積額とする。 

⑶ 契約内容 

ア 企画提案書等に記載された内容は、契約時の仕様に反映する。 

イ 企画提案書等に記載された内容は、契約後に追加費用なしで実施されるもの

とする。 

⑷ 契約成立の要件 

当該委託契約の履行については、 令和６年第 1 回武蔵村山市議会定例会（予

定）により予算の可決が条件となる 。また、審議の内容により、仕様書の一部

が変更となる場合がある。 

 

19 情報公開及び提供 

⑴ 情報公開の内容 

ア 優先契約交渉事業者決定前 

実施要領及び仕様書並びに小学校学校給食調理等業務委託プロポーザル審

査委員会要領、実施要領、仕様書 

イ 優先契約交渉事業者決定後 

決定された優先契約交渉事業者及び審査結果（決定された優先契約交渉事業

者以外は匿名とする。） 

⑵ 提供方法 

市ホームぺージ 

 

20 提出書類の取扱い 

⑴ 提出された全ての書類は返却しない。 

⑵ 提出後の差替え及び追加・削除は認めない。 

⑶ 当市が必要と認めた場合には、追加資料の提出を求めることができる。 

⑷ 企画提案書の著作権は、当該企画提案書等を作成した事業者に帰属するものと

し、提出された書類は、提出した事業者に無断で、本業務委託プロポーザルに係

る審査以外には利用しない。 

⑸ 提出書類の内容について不明な点がある場合は、質問する場合がある。 

⑹ 当市は、企画提案者から提出された企画提案書等について、武蔵村山市情報公

開条例（平成１８年武蔵村山市条例第２０号）の規定による請求に基づき、第三

者に開示することができるものとする。ただし、事業を営む上で、競争上又は事



9 

 

業運営上の地位その他正当な利益を害すると認められる情報は、非公開となる場

合がある。 

なお、本業務委託プロポーザルの優先契約交渉事業者決定前において、決定に

影響が出るおそれがある情報については、決定後の開示とする。 

 

21 失格事項 

⑴ 参加資格要件を満たしていない場合 

⑵ 提出書類に虚偽の記載があった場合 

⑶ 実施要領等で示された、提出期日、提出場所、提出方法、書類作成上の留意事

項等の条件に適合しない書類の提出があった場合 

⑷ 選定結果に影響を与えるような不誠実な行為を行った場合 

⑸ 正当な理由なくプロポーザル及び質疑応答に応じなかった場合 

⑹ 公示の日から契約締結日までに参加資格要件を欠く事態が生じた場合 

⑺ 価格見積書の金額が、見積上限額を超過した場合 

 

22 その他 

⑴ 書類の作成、会議への出席に要する費用は、提案事業者の負担とする。 

⑵ 参加申込書の提出後又は企画提案書の提出後に、都合により参加を辞退するこ

とになった場合は、速やかに書面（任意様式）により、事務局宛に提出すること。 

⑶ 本業務委託プロポーザルは、優先契約交渉事業者を決定することを目的に実施

するものであり、契約内容においては必ずしも提案内容に沿うものではない。 

 

23 事務局（問合せ・提出先） 

〒２０８－０００４ 

武蔵村山市本町六丁目１番地の１ 

武蔵村山市教育委員会教育部学校給食課 担当：神子・鳴川  

電話 042-560-2597 FAX 042-590-2598 

Email：lunch-propo@city.musashimurayama.lg.jp 



 

 

 

第１２回武蔵村山市小中学生百人一首大会の開催について 

 

 

１ 目  的  日本の伝統文化である百人一首の楽しさを伝えるとともに、百人一

首を通して、日本のよき伝統と文化に触れることにより、子供たちの

豊かな心を育てることを目的とする。 

 

２ 主  催  武蔵村山市教育委員会 

 

３ 対象及び  市内在住の小・中学生 

定  員  小学生の部（源平戦） 市内小学生３２チーム（１チーム３人） 

        中学生の部（個人戦） 市内中学生３２人 

     

４ 実施日時  ⑴ 実施年月日  令和５年１０月２９日（日） 

及び会場  ⑵ 時   間  開会式 午前９時から 

競 技 午前９時２０分から 

閉会式 午後３時３０分から 

⑶ 会   場  武蔵村山市総合体育館第二・第三体育室 

 

５ 練習会日時  ⑴ 実施年月日  令和５年１０月８日（日） 

及び会場  ⑵ 時   間  午後２時から午後４時まで 

⑶ 会   場  市民会館さくらホール展示室・和室 

 

６ 講師・協力  一般社団法人全日本かるた協会 

教育を支援する市民の会 

 

７ そ の 他  ⑴ 定員を超えた場合は、抽選とする。 

⑵ 小学校各校２チーム、中学校各校５人の学校推薦枠を設ける。 

資料７ 



  

令和５年度少年少女スポーツ大会 

第２１回少年少女ドッジボール大会の開催結果について 

 

１ 主  催  武蔵村山市教育委員会 

 

２ 協  力  武蔵村山市スポーツ推進委員協議会 

        東京都ドッジボール協会 

 

３ 開 催 日  令和５年７月２２日（土） 

 

４ 場  所  武蔵村山市総合体育館第一体育室 

 

５ 開 会 式  午前８時３０分から 

  

６ 閉 会 式  午後４時３０分から 

 

７ 試合開始  小学校３・４年生の部 午前９時 

        小学校５・６年生の部 午後 1 時３０分 

 

８ 参加状況  小学校３・４年生 男子の部  １４チーム   ２００人 

                小学校３・４年生 女子の部   ２チーム    ２８人 

        小学校５・６年生 男子の部  １２チーム   １７８人 

        小学校５・６年生 女子の部   ２チーム    ２８人 

        計              ３０チーム   ４３４人 

           

９ 成  績  

区 分 
小学校３・４年生 

男子の部 

小学校３・４年生 

女子の部 

小学校５・６年生 

男子の部 

小学校５・６年生 

女子の部 

優 勝 
十小 

ガンバルズ 

一小 

最強ガールズ 

八小 

絆 

八小 

ドリーム 

準優勝 
三小 

龍炎 

七小 

ガールズキャ

ッチャー  

一小 

そばにいてね  

一小 

ファイナルズ２  

第３位 

九小 

D ファイターズ 

 二小 

からあげくん 

 

八小 

スターフォーズ  

 雷塚小 

バナナニックス  

 

 

 

資料８ 



 

- 1 - 
 

第１８回地区ふれあいスポレク大会の開催について 

 

１ 主   催  武蔵村山市教育委員会 

 

２ 主   管  ４地区ふれあいスポレク大会実行委員会 

 

３ 開 催 日  令和５年１０月８日（日）※雨天の場合、縮小開催予定 

 

４ 地区区分 

中藤地区 １７自治会（鍛冶ヶ谷戸、谷津、入り、向山、神明、中藤団地、原山、原山第

一、萩ノ尾、中村第一、中村第二、中村第三、馬場、横田、日の出、新海道、平

和台第一） 

西部地区 １０自治会（三ツ藤、村山道下、山王森、峰、後ヶ谷戸、宿、残堀、伊奈平、

岸、中原） 

南部地区 １５自治会（しののめ、平和台第二、マイホームランド玉川上水、大南五丁目、

大南、上水台、第２ブロック、１１０１、１１１０号棟、１１１１号棟、１１１

２、緑が丘第一、緑が丘第二、緑が丘第３、緑が丘第５、） 

北部地区 １３自治会（雷塚、学園、むさしの宿舎、第６ブロック、武蔵村山団地第８ブロ

ック、村山団地第１１ブロック、１２ブロック、緑が丘第六、緑が丘第７、緑が

丘第８、緑が丘第九、緑が丘第１１、村山団地４２号棟） 

 

５ スポレク大会会場及び実行委員会 

区分 

地区名 
会 場 

実行委員会役員 

実行委員長 副実行委員長 会計 

中藤地区 
第一中学校校庭 

（午前９時開始） 

高尾 典之 
（谷津自治会長） 

池亀 武夫 
（日の出自治会長） 

佐藤 真言 
（スポーツ協力員連絡会会長） 

浦野 朋子 
（ ス ポ ー ツ 協 力 員 ） 

加瀬 敏子 
（ ス ポ ー ツ 協 力 員 ） 

西部地区 

総合運動公園運動

場第２運動場 

（午前９時開始） 

岩田 孝子 
（スポーツ協力員連絡会会長） 

鈴木 徹也 
（三ツ藤自治会長） 

宮崎 京介 
（伊奈平自治会長） 

斎藤 大樹 
（スポーツ協力員連絡会副会長） 

宮後 弥生 
（スポーツ協力員） 

国谷 恵 
（スポーツ協力員） 

南部地区 
大南公園野球場 

（午前９時開始） 
須田 俊男 
（上水台自治会長） 

比留間 多一 
（大南五丁目自治会長） 

松田  匡 
（スポーツ協力員連絡会会長） 

小林 徹 
（スポーツ協力員連絡会副会長） 
柳原 伸 
（スポーツ協力員） 

北部地区 

雷塚小学校 

校庭・体育館 

（午前８時３０分開始） 

𠮷澤 幹郎 

（学園自治会長） 

阿比留 瑞雄 
（第８ブロック自治会長） 

金山 ふみ子 
（スポーツ協力員） 

冨田 弘恵 
（スポーツ推進委員） 
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６ プログラム（案） 

※ 各地区、企画委員会にて検討している。 

 

 中藤地区 西部地区 南部地区 北部地区 

会

場 
第一中学校校庭 

総合運動公園運動場 
（第 2運動場） 

大南公園野球場 
雷塚小学校 

校庭・体育館 

1 
開会式 

（9時） 

開会式 

（9時） 

開会式 

（9時） 

開会式 

（8時 30 分） 

2 ミニ・グラウンドゴルフ ホールインワン競争 ウルトラクイズ 玉入れ 

3 パン食い あけてびっくり！？ パン食い競争 
グラウンド・ゴ
ルフ体験会 

4 玉入れ おててつないで 
ホールインワン

大会 
ボッチャ体験会 

5 大玉ころがし みんなの玉入れ キッズレース 輪投げ 

6 じゃんけん大会 ムカデじゃんけん じゃんけん大会 閉会式 

7 閉会式 表彰と閉会式 閉会式  



 

－1－ 

 

第５０回武蔵村山市民駅伝競走大会の開催について 

 

 

１ 主  催   武蔵村山市教育委員会 

 

２ 期  日   令和５年１２月１０日（日） 小雨決行 

午前８時      選手受付（総合体育館） 

午前９時      開会宣言（総合体育館駐車場） 

午前９時４５分   スタート（女子の部、小学生男子の部、小

学生女子の部、中学生男子の部、

中学生女子の部） 

         午前１０時     スタート（一般の部、地域の部） 

午後０時３０分   表彰式及び閉会式 

（総合体育館第一体育室） 

 

４ コ ー ス   市内２周・６区間 １４.８７ｋｍ（別紙コース図参照） 

区間 始点  ～  終点 距離 

１区 総合体育館前～宿交差点左折～田島内科クリニック 2.95ｋｍ 

２区 田島内科クリニック～大曲り交差点折返し～第一小学校校庭 1.52ｋｍ 

３区 
第一小学校校庭～宿交差点右折～市道１７号線折返し～総合

体育館前 
2.84ｋｍ 

４区 
総合体育館前～第１運動場入口折返し～宿交差点左折～田島

内科クリニック 
3.20ｋｍ 

５区 田島内科クリニック～大曲り交差点折返し～第一小学校校庭 1.52ｋｍ 

６区 
第一小学校校庭～宿交差点右折～市道１７号線折返し～総合

体育館前 
2.84ｋｍ 

 

５ 参加資格   市内在住・在勤・在学者（小学４年生以上）で構成されるチーム 

 

６ 編  成   １チーム１０人以内（監督１人、選手６人、補欠３人以内） 

※監督は、選手を兼ねることができる。（小学生・中学生の部の

監督は、成人とし、選手を兼ねることはできない。また、補欠競

技者はなるべく登録すること。複数チームでの参加の場合、補欠

選手の重複は認めるが、複数チームでの出場は認めない。） 

 

 

資料 10 
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７ 部門及び募集数 

部門 内容 

一般の部 
事業所、学校、クラブ等に所属する者で編成されたチーム 

（男女混合も可） 

地域の部 
同一自治会内に居住する者で編成されたチーム（男女混合も

可） 

女子の部 高校生以上の女子で編成されたチーム 

小学生男子の部 小学生男子で編成されたチーム（男女混合も可） 

小学生女子の部 小学生女子で編成されたチーム 

中学生男子の部 中学生男子で編成されたチーム 

中学生女子の部 中学生女子で編成されたチーム 

特別参加チーム 
姉妹都市栄村村民等主催者が認めた団体により編成されたチ

ーム 

 ※ 募集数は、先着１４０チームとする。 

 

８ 申 込 み   ⑴ 申込期間 令和５年１０月５日(木)から同月月１９日(木) 

まで（定員になり次第終了） 

⑵ 申込方法 所定の申込用紙に必要事項を記入の上、スポーツ 

振興課へ持参する。 

 

９ 参 加 料     ⑴ 一般の部、地域の部、女子の部 １チーム ６，０００円 

          ⑵ 小学生男子の部、小学生女子の部、中学生男子の部、中学生 

女子の部、特別参加チームは無料。 

※  参加料は、令和５年１１月２９日（水）の監督会議で納入

する。気象状況による大会中止や、チーム事由により大会

を棄権した場合など、納入後の返金はしないものとする。 

 

10 表  彰   ⑴ 各部門の優勝から第３位までのチームに賞状及びメダルを 

贈る。 

⑵ 各部門とも区間の最高記録者には、区間記録賞を贈る。 

⑶ 原則として参加チームが、３チーム未満の部門はオープン参 

加とし、表彰は行わない。 

 

11 監督会議   令和５年１１月２９日（水） 午後７時から  

中部地区会館（市役所４階）４０１大集会室 

 

 



大会コース図 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◎    中継所（３箇所） 

１区・４区 

       ２区・５区 

       ３区・６区 

       交通規制区間 

区間・距離 

１区（２．９５ｋｍ） 総合体育館前→宿交差点左折→田島内科クリニック 

２区（１．５２ｋｍ） 田島内科クリニック→大曲り交差点折返し→第一小学校校庭 

３区（２．８４ｋｍ） 第一小学校校庭→宿交差点右折→市道17号線折返し→総合体育館前 

４区（３．２０ｋｍ） 総合体育館前→第１運動場入口折返し→宿交差点左折→田島内科クリニック 

５区（１．５２ｋｍ） 田島内科クリニック→大曲り交差点折返し→第一小学校校庭 

６区（２．８４ｋｍ） 第一小学校校庭→宿交差点右折→市道17号線折返し→総合体育館前 

総距離：１４．８７km 

市役所東 

交差点 

かたくりの湯 

入口交差点 

峰交差点 

宿交差点 

田島内科クリニック 

第１中継所 

 

総合体育館前 

スタート・ゴール 

（第３中継所） 

市道17号線 

第一小学校校庭 

第２中継所 

 

大曲り交差点 

岸交差点 

別 紙 




